



























ブに手榴弾が投げ込まれた。同日，トルコのイスタンブールでも爆弾テロが起きた。 7 月 3 日には
イラクのバクダッドで，翌 4 日はサウジアラビアの聖地メディナで，そして 5 日にはインドネシア
の古都ソロでテロが実行された。
　これらの一連の事件は， 5 月21日にISのインターネットサイト「アルフルガン・メディア」で公
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ア国内のジハディストたちに呼びかけている。このナイムの司令を受けて行われたのが 7 月 5 日の
ソロでの自爆テロである。ソロはジョコ・ウィドド大統領の出身地でもあり，ナイムの故郷でもある。
　このように，インドネシア人トリオは，シリアで主導権をめぐって競合関係にあり，その力学が
インドネシア国内のグループ間競争と見事に共鳴しているのである。バルムシャと連携するサント
ソは，MITを率いながらDI残党と共闘関係を結びつつある。ジャンダルと連携するアマンは，
JAKを発展させつつ，バシールのJATと緩やかにコラボしつつある。かつてインドネシアで一世風
靡したJIは，アルカイダ系として，シリアではヌスラ戦線と近く，アンチISの立場を取る。こうい
うモザイク模様のライバル競争が，インドネシア内部そしてシリアにて繰り広げられている。その
共鳴がどういうインパクトをもたらすか。ひとつ確かなのは，インドネシア国内にて，外国人を狙
うテロ計画が増えていくであろうという観測である。
　このように，東南アジアの過激主義ネットワークのハブであるインドネシアで，いま大きな地殻
変動が起きつつある。その延長で懸念されるのはテロ能力の向上である。2009年のジャカルタ・テ
ロを指揮したヌルディン・トップの死後，大規模なテロを企画できる人物はいなくなっている。せ
いぜいインターネットでプラスチック爆弾の製造を習う程度である。しかし現在，トリオの誰かか
ら，どこかのグループに，爆弾インストラクターが派遣される可能性が高まっており，シリアの実
践経験者から直接テロのノウハウを学ぶ機会が訪れようとしている。
　そして，こういう情報を事前にキャッチすることも難しくなってきている。以前から，88部隊は
電話回線の傍聴でテロ細胞を炙り出しにしてきた。これが限界に来ている。今年 3 月に筆者とのイ
ンタビューで，警察長官のバドロディン将軍はこう答えた。「彼らは今スマホの暗号化されたアプ
リで会話します。プレイステーション（ゲーム機）のチャット機能も多用し始めました。こうなる
と傍受できません。お手上げです。」
　SNSの時代に適したテロ対策をどのように構築していけるのか。インドネシアは，この新たな挑
戦の最前線に立たされている。日本も，もちろん無関係ではない。早期にSNS時代の越境テロの実
態を理解するためにも，インドネシアとの協力関係を一層密にしていく必要があろう。
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